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はじめに

肺吸虫症は我が国においては広く！瓜 ！；病的にみられ，

その感染者は全同て30万人以上と推定せられている。ぶ

'hEはウエステルマン肺吸虫 Paragonimus weste rmani 

の寄生によりおこされ，その寄生部位は主として肺！蹴て

ある。従ってその症状は血疾或は｜客l血を｝：徴として，X

線ては屡々結核のそれと極めて類似した異常陰影が山刻

する。従って木症と結核との混jiljは我々の怨像以上のも

のがある。

叉虫体は肺臓以外の諸臓器に迷入し，或はその虫卵の

栓寒により種々の障害をひきおとすが，特に脳， 背髄 1J~

への虫体迷入或は虫卵栓寒は屡々 FJ§;Jおなる定状をひきお

とす。本症の感染はその第 21干1閉山hである，モクズガ

ニ Eriochez'rjaρonicus，， サワカゃニ Potamon de加ani,

及びアメ リカずリガニ Procambarusclariんが などの体1J1

の本種メタセルカリ アの摂取によりおとるが，その感染

源としてもっとも重要なのはモクズガニてある。

我が国てはとのモクズガニは生食されるととはない

が，各地て種々の調理法によりもっとヰ〕屡ノセ食膳に供せ

られている。

横川〈宗）(1952）は，我が悶における木店の主要感染

E経路としては，モクズガニをオポロ汁， 或はカニ汁とし

て調理する際？と，モクズガニ体内のメタセルカリ アが，

手，マナイタ，庖丁などに附荒したり，）去り：飛散し，ぺ

..nが直接或は間接に摂取されるととを夫・験的に証明し，

MORIMICHI TSUDA : Biological studies on Para-

gonimus westermani (1) On a new technique for 

collection of the metacercariae of Paragonzmus 

westen勿anifrom the second intermediate host and on 

the distribution of the metacercariae in Eriochez"r 

jaρonicus by this technique (Department of Parasi-

tology, School of Medicine, Chiba University) 

ズ｜｜｜岡 (1951）咋はモクズガニをモリてついてJ采挺した

り ， とれをもて遊ぶ際に体J）~ メタセルカリアが肢の切断

端或し、はモリの刺l寸から流山し，とれが予指Jlの他を介

して感染すると報令して店る。モクズガニ体内のメタセ

ルカリアの分布状況に関してはi問亀ら (1942）及び仙川

（京〉 (1950）を始めとれ迄にも数多くの報併があり，

細血竹内の他モクズガニの｛本部筋肉或は肢の筋肉に広（

寄生し，1匹のモクズガニに1,000ケ以上のメタセルカ

リアの寄生の見られるととも少くないと云はれる。然し

モクズガニ体内のメタセルカリアを検査する場合，側1fn.

竹内寄生のものを検11111ずるのは容易であるが，体制i筋肉

或いは肢の筋肉｜ノヨのとれを検出するにはいちいち，叩；慌

をはがし，筋肉を解剖針て桁｜搾し乍ら顕微鏡下て、検有ナ

る為，長時間任要し，必ずしも正確に検出しηないきら

いがあっ疋。そとて著者はモクズガニ俸内の筋肉寄生の

メタセノレカリア全科易仁，しかも正確に検1111ナる)jtJ；に

づいて種々検r討をJ1nへ，ととに新しいメタセルカリア蒐

:<i訂去を考案するととが1111来た：。本法に依れば身体件部の

il))J勾内のメタセルブJリアを確＇;kミに検出し得ると共に， メ

タセルカリアを・Jl!f(t.こ多数集めるととも出来るので，1']1.

？こモクズガニ体内のメタセルカリア検査法としてのみで

たいメタセルカリア蒐集訟としても役？と立っと忠はれ

るので，以 ドヒ，との刀法を報令すると共に，4；訟に上る

モクズガニ体内のメタセルカ リア牙布状況ととれまで

の刀法に上る壬れと任j七 1［変考然した結果にヮいて報~＇ ；－－1-

る。

実験材料

肺吸虫流行地の河川て採集したモクズガニをMH他する

ための肉償訴は，肉屋用の大型（10号〉 （材料投入J_J[I

9×11 cm，山口径 7.7 cm）のものを用い，i慮過用仁20

mesch及び 40meschの粗及び納の 2種類の金属性のフ
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ルヰを川Jいた。尚之の尖験に供せられJとモクズガニは静

岡産〈三五五，松崎，仁科〉及び宮崎県産のもので1~1Jjの

撞採集せられたもの 258匹に就いて検査した。

実験方法

カニ体内におけるメタセルカリアの検出方法として始

めて肉挽器によりカニ体部筋肉を刑！｜挫しメタセノレカリア

を分離したのは衣笠勝（1943）にして，氏は台北帝国大

学医学部寄生虫学教室において台湾産サワガニのメタセ

ルカリアを検出した。然し｜司氏は単に寄生ガニを多数の

無感染ガニからスクーリニングする目的て用いたもの

で，従って其の方法も肉挽誌にて，一時に多数のカニを

品III挫した後に之を大型的子円筒に入れ清水を注ぎ， m子

持にて撹持し， 30介～ 1[I与l1D1抑止の後，上澄をサイフォ

ンにて除き更に水を注』IIして前の如く反復せる後に，引：

t査をノレーベにて検しメタセルカリアの有無を調べた。

著者は氏の肉挽器の使用に浴日し，之に改良を）Jflへ組

ぺ試み，本法と従来の子による分離方法との比i絞を試

み，その優秀性を認めたので以下に報告する。

検査に供するモクズガニは先づ甲穀をはがし，偲及び

肝，生殖器等の内！臓はあらかじめとり除いた後， ζ れを

内抗誌の材料投入口に入れ，少Mの水を注ぎ11三ら肉挽慌

のハンドルを静かに廻転する。肉昂器の山口の下にはあ

らかじめ径11.0cm，高さ 6.0cmの腰高シャーレをあて

がって置く。ハンドノi--111111以111は時々水を注ぎ，制挫を11j 

滑にすると共に圧出されたメタセルカリアが傷付けられ

るのを防ぐと1-1-111時に既に京Ill挫された材料が山llからおkれ

山るのをl符易にした。約 100！日｜転した所て，ハンドルを

辺［1］似し，材料投入口の万に逆送された材料がよだ光分

高IH±坐されて居ない場合は更に約5011可転して細挫を終る。

かくして後材料投入口より l11寄－Litの治水を注ぐと共仁ハ

ンドルを1111転して細挫せられ，'Z_:!Jj容物を出来るだけ多く

流山させる。次いて肉挽加を取付台からタ卜して水道蛇rI 

の下に運ぶ。此の際肉挽慌の111に残溜して居た水と共に

メタセルカリアが流出する恐れがあるので洗面黙のヰlGこ

入札運般する。かくて水道蛇11を：降って？.kを肉挽器の材

料投入「lから注ぎ乍ら｜勾挽；併を分解する。牙解後も数1111
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水を注ぎ主主i留メタセルカリアのない様に注志した。尚肉

娩器の／｛11 口に7~i：装せられた鴻恨の孔に車Ill挫せられた材料

が塞っていることがあるので，之を適当の太さの棒て突

き出した。かかる操作の後に予め用意された別の洗面君主

に洗づ金網を入れ，その上から先に細挫せられた洗面器

及び腰高シャーレ内の材料，及び肉挽器分解H寺の洗糠液

を流し込んで鴻過した。？慮過の際水中に金網を八牙目位

、沈めて，左右に振盤し乍ら，上下させた。金網を水面上

に引き上げる時に圧力が加はる様に急に引き上げる。ヵ

ヵ、る動作を数回操返して鴻過を終る。その後鴻液を静1と

するとと 4～ 5分，上清を静かに捨てる〈メタセルカリ

アの比重は 1.148，清水中における沈下辿度は 20cmを

36～38秒〉この沈澱物を更に＊III：かな金網（40mesch）を

用いて，前と同様な操作て漉過すると，殆んど大部牙の

叩穀細片はとり除かれる。との憾液の入った洗面器の上ー

治を捨る。新たに水を加へ撹搾後4～5分静置し上清を

捨てる。乙の操作を 8～4回操返すと後に洗面器（C残る

のは，少量の水と細挫筋肉片とメタセルカリアとなる。

之をピペットにて少量宛中型シャーレに移し，双眼顕微ー

鋭下〈× 5～×10）に置き，シャーレを水平に円を描く様

に廻転させると，筋肉片及びメタセノレカリアはシャーレ

の略中央に集令する為にメタセノレカリアの採取が容易と

なる。メタセルカリアはかかる材料「11ては凡て水中に遊

離の状態にあるので採集は毛主Ill符ピペットを以てし，七。

尚筋肉＊＇日片が採集の邪魔になる場令には解剖］ lj・を以て

選別した。之を図示すれば第1図の如くである。

尚使用後の器具は凡て熱湯中に数分つけてから洗糠

し，残澄の残らざる様に注意すると同時に，後の使用時に

その材料のメタセルカリアの混入するのを防いだ（メタ

セルカリアの熱に対する抵抗は， 70°01分にて内容潤濁”

死滅する〉。尚木操作に依って仰たメタセルカリアは何

れ，も正常の形態を備へ，脱嚢実験に用いても，子て、分離し

て得たものと全く相違なく。何等機械的抗侮を受けるこ

とがない手を認めた。叉細挫或は滅過巾にメクセルカリ

アの消火・も考へられるが，之の点に関しては次市に述べ

てあるが，従来の手に依る分離法よりは其の検出率のい

いことから，それ程著しいとは考へられない。木法を用；

いる際，」吋tこ多数のカニを来日l地 lノ鴻過するときは，か

じ－，I -I ! - -I l -- I 「－I榊 ）I一一材料一→ l肉挽れ一→金網（粗）｜一→金網（細） 1－→ ｜洗面器｜ー→ l鏡検

ー一一一一J ！一一一一一（細控） '(i慮過） l（滞、過）＇－一一一一 I（静止） l一一一一一
（約 100lnJ1I伝）

第 1図新蒐集法略図
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ヘゥて残澄多長の為，メタセルカリアの検出に困難を来 つ，＂：：＿ c第1表〉。

すJって，単にメタセルカリアの蒐集の目的の為には， 1 ② e 脚筋肉内におけるメタセノレカリアの分布状況

～ 3匹宛行う方が能率的である。 1匹のカニても脚， ｜開部においてメタセルカリア寄生の最も多かった蟹は

胴，の筋肉と別々 に処理するときはメタセルカリアのm 川崎の48mm平て 187箇，次いで松1li奇の44mm合の183

失ば殆んどないので他の方法との比較に使である。 ［札松｜！奇 45mmの合 18lf：；臼であった。各産地別に脚部

成績

1) 木法に依るメタセノレカリアのモクズガコ体内分布

状況

‘①胴筋肉内におけるメタセルカリアの寄生数

明筋肉内メタセルカリア寄生の最も多かった慣は，静

岡県松崎産の甲穀横経44mm合の 277筒，次いで同松11有

産の』5mmちの 255筒， 宮崎産の 48mm平の 253筒てあ

っ三。各地産蟹の一匹平均胴筋肉内メタセルカリア寄生

数を見ると，松崎は検査蟹数16匹てメタセノレカリア数；

1,790筒，一匹平均 23.35筒て最も多く ，次いて三品（B)

の 23 . 35筒，三島（A）の8 .45筒，~； 111なの 7 .44， 仁科 2 .11

街て総平均 13.98箇であった。各モクズガニを体の巾心

部から左右に分けて，別々に木法により処理し，そのJj日

筋肉内のメタセノレカリア数を左右別に刈比すると第1夫

の如く ，仁科の 1.3: 1，三島（B）の 1.4: 1，のタ卜は

三島（A)1.1 : 1，松｜崎 i: 1.03，何11有1: l.01であっ

て総平均において左1.02に刻して右 iとなり，胴筋肉1J1

においてはメタセノレカリアの分布は，左右殆んーど同数に

近〈 ，宍の総数は左側1,821簡に刈ーし右D1tJは1,718てあ

におけるメタセルカリアの一匹平均寄生数は，松｜！時の

85. 95箇を最高とし，次いで三島（B）の 21.50筒，三

,!;,] (A）の5.75筒，宮崎の 5.26箇，仁科 1.56t・r:1であっ

て，胴筋肉内の順位と全く同りであった。

之を左右別に刈比すると仁科右1に対してぷ 1.2，松

｜｜！なの 1: 1.2，を除けば，三島（A)1.05 : 1，三島〈

B) 1.1: 1，宮崎1.01: 1，て、あって総計左側l,27'8 

mに対して右目l]l,423筒てλJ'比 1: 1.1であり左右殆ん

ど大差がない。左側右ff\ll:t~にmx均等に分布して店た （活

l夫〉。

③ 偲内メタセルカリアの寄生状況

惚内寄生状況については従来の方法通り解剖顕微鏡下

て手による分離方法によった。即b各偲を頭、側より I'

11，・...VIのJI聞に左右別々に検査した結果は，左右共第

IU憾に最も寄生多く ，叉左右殆んど同数に近く ，今迄の

多くの実験者の報件と｜司様であったく第l表〉。尚之を左

イ［何れかの側の惚にメクセルカリアの寄生があるが，イ白

川lの純！には全くメタセノレカリアの寄生なきもの33例を選

んで，偲苔号別に比較した所，寄生部位の左右を問は－）＇、

有jれも第目制を中心として速い艇l程寄生数が少くなって

第 1 表 モクズガエ体内各部に於ける メタセJレカリアの分布状況

検 i場 乱思 月同 昨日 小計 ~ 
地域 査

(Jヰ：ミ） 計
数

左 右 克 右 左 右 左 右

島（A) 20 95 
20 18 91 78 59 56 170 152 

322 ri .1) (1) (1.1) (1) (1.05) (1) (1.1) (1) 

仁科 44 27 2 
16 6 52 41 37 32 105 79 184 (2.7) (1) (1.3) (1) (1.2) (1) (1.3) (1) 

島（B) 14 92.8 
64 58 188 139 155 145 407 342 

749 (1.1) (1) (1.4) (1) (1.1) (1) (1. 2) (1) 

す~ I崎 16 100 
356 346 885 912 612 763 l,c~f3 2i021 3,874 (1.02) (1) (1) (1.03) (1) (1.2) ( .1) 

宵 Ill1J- 164 40.2 
393 432 fi05 616 435 427 

l,(if3 li475 2,908 (1) (1.1) (1) (1.01) (1.01) (1) ( .0) 

計 258 49 
849 860 ＼~21 1,786 1,298 li423 3,968 4,069 

8,037 (1) (1.1) ( 02) (1) (1) ( .1) 1) (1.02) 

とロ'>.. 計
1,702 ~2~~j 2 721 

(1.6) 

各欄（ ）は左右の対比，最下段の（ ）は似を Iとした時の各部の対比

( 1.59) 
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左右何れかの側の胞にメタセ／レカリアの寄生なき場合の反対側鯨に於ける寄生、扶況第 2 表
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ヰ；~o

以上は位体内各部におけるメタセルカ リアの寄生状況

を別々に検討した結果であるが，著者・は之を総括的に比

較検討した。メタセノレカリアのf反体｜付分布の調去では先

輩1治家の多数の報告があるが，横Jllc宗） (1951）はモ

クズガニの場合は，憾の血管内に最も多く寄生し，次い

て，肢脚部，胴の順であったと報告されて似る。叉三浦

(1952）は 50匹の蟹について，体I勾，舵＼， )Vql，肝，消化

器のJI闘であると報？？した。高橋(1952）は'70匹について，

側、，体｜勾足関節， x筋肉，体ffo，肝，心，下野 (l957)

の様1~··は！皮肉J~fi, 次いで体肉， 側，肝のJI固となって川

る。

J,1；心（第2表）c

各｛本部における寄生メタセノレカリア数の比半

指Jg.，胴，脚におけるメタセルカリア寄生数の比

1 : 3. 7 

の表て、表はすと第4:A:の如くなる。即ち検1t自主数 258匹

1:j1 126匹に陽性て40%のIWj性率であったが，（f(l,¥2え仙の部

位共 1～10箇迄の寄生， 11～50, 51～100 101～200，以

下町慌の区分てj七I按すると， 132匹は偲にも他のき｜；位に

も全くメタセルカリアの寄生がなく ，偲1人！ 1～iof;£;iの寄

生のJ場介，仙の青151立にl～10箇のものは35陀， 1l～50笛

は26匹， 51～100 簡は 1 匹であって，舵~ 1J111～50t~iの欄

もj、して対角線を大きく右プjにずれて居る。以11！）此の表か

らも拠 111寄生数から全体の寄生総数を附ぼHt定し~~·る。

内乙の去で注「｜すべきは，偲内にメタセノレカリアの寄生

なく ，他の部位にメタ七ルヌJリアの寄生．を見たのはユ ～

10筒迄は24匹， 11～50箇が2匹あった事て、，これは館、に

寄生のみられなかった蟹の約四%に当って間る。

之の：j~はメタセルカリアの寄生状況を詳細に調在す乙

｜燦，｛偲｜什にメタセルカリアの寄生がない蟹は他の部位に

も寄生はないと断じてもIH自ぼ間違いないとされて起た説

官者の新しい方法による検査成総ては胴にJはも多く，

Pくいで脚，｛位！のJI闘であったo n11ち第 8表の女IJく，紙内w
£1ミを 1とした場合各地産とも，胴は側の 1.5～4.4倍と

なり，間lは紙の 1～3.1倍の寄生数を示した。との成舶

を総括すると舵＼1 に対して，胴は 2 .1倍，即~1は 1.6倍と

なった。日IJち甲殻をタ卜して総｜勾のメタセルカリアの寄生

数を見れば，胴には約 2倍，脚には約 1.5イ告の寄生ある

ものと111月i住定出来る。従って一匹の出体1)-Jの寄生メタセ

ノレカリア数を概算山来ることになる。

b) 飢とく胴＋脚〉とのメタセルカリア寄生数の比半

メタセルカリアを賢治、ら分離する場合， ITl殻を刻、it

ば，飢！内におけるメタセルカリア寄生状況は一目せられ

る。然らば似内寄生に刻・して仙の部位には，どの位のメ

タセルカリアの寄生があるかは前述した如く〈第8表〉，

各地産とも艇の 2.5～7.5伯，平均して縦！の 3.7倍，の

メ々セルカリアの寄生があると考へてよい。之を更に別

( HiO) 
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解剖針を以て分離した。

第 1例，第2例共，右側憾のメタセ

ルカリア数は左側のそれより少いにも

拘らず，筋肉内のメタセルカリアは手

に依る分離法より多くのメタセルカリ

アを牙離し得た。叉第11例は両側鯨共

同数寄生てあるが，右側筋肉内52箇に

対し，左側』6箇てやはり肉挽器による

採集法の方が梢多いとと示して居る。

11例全例を通［〉て，肉挽器による牙離

数が手による分離数を下廻ったものは

1例もなかった。合計において右側肉

挽器による成績は鯨52箇に対して筋肉

内寄生メタセルカリア 270箇であったが，左側手による

分離法ては鰍内寄生59筒て右側よりメタセルカリアの寄

生が多いにも拘らず筋肉内から分離し得たものは 216箇

て約60箇の差があった。

叉手に依る牙離法は肉挽器に依る牙離法に比べ少くと

も2倍から 3倍近くの時聞を要し，しかも手技が繁雑て

あるO 以上の成績から手に依る牙離法より毛，肉挽器に

依る牙離法がその検出数において遥かにすぐれていると

は云へないが，少くとも従来の手による牙離法より常に

上廻っている点，及びその所用時聞が比較にならぬ程短

時間て済むζ とを考へれば，本法は極めて優秀な方法と

云へる。特に一時に多数のメタセルカリアを必要とする

実験に際しては，最も簡便Eつ迅速で確実な蒐集方法て

第 4 表 メタセノレカロアの偲内寄生数と他の部位

寄生数との比較

偲内寄生 他の部位

メタセ 1レ
1 11 51 101 201 301 401 501 計

カリア数
。

10 50 100 200 300 400 500 600 
、、。 132 24 2 158 

、

1～10 2 35 26 1 64 
、、、

11～50 1 4 11 8 3 27 
、、、

51～100 、、、 1 3 2 2 8 
、、

101～200 
、、、 1 1 

計 134 60 32 12 9 6 2 3 258 

を訂正する必要がある。

尚同表て次に注目すべき点は，鯨内にメタセルカリア

の寄生があって，他の部位に寄生なきものが少数乍ら，

2例を数へた事てあるO このこともこれまで知られて居

なかった事実と思はれる（第4表〉。

c) 本法と従来の検査法との比較

前節の如く著者の方法により蟹体内メタセルカリアの

牙布状況を調べた結果左右に略同数近い寄生数を示して

いるととが明らかとなった。そとて著者は一匹の蟹を左

右に 2牙し，右側は肉挽器により牙離，左側は手による

分離法を用いてその寄生数を比較した。その結果は第5

表の如くである。但し鯨は両側共双眼顕微鏡下において

第 5表本法と手に依る蒐集法との比較

番号

右（肉挽器）

飽脚胴

42701401019 qδzu唱iっ“

左（手）

乱思 肱U 目同

14 26 28 

19 40 55 

4 3 12 

1 。。
。。 1 

1 。 1 。。 1 。。 1 

1 。。
2 。 2 

17 25 21 

59 94 122 

59 216 

計

一四
一

12345678901 
1i1i 

13 43 

13 43 

5 12 

1 4 

1 3 

2 1 

1 1 

1 1 。。
。。
17 23 

54 131 

54 270 

139 

ある。

総括

従来蟹体内の筋肉からメタセルカリアを分離するに

は，解剖顕微鏡下ていちいちその有無を観察し乍ら解剖

針て好離する方法がとられて居た。然し此の方法は鰍以

外の体肉部，其の他の検査には適当ではない。そとて著

者は衣笠勝氏の肉挽器使用法 に着目し，之に改良を加

へ，細挫筋肉片を櫨過したととろ，容易に且つ迅速確実

に多数のメタセルカリアを検出し得るととが牙った。そ

とて肺吸虫感染地の河川より採集したモクズガニ 258匹

に就いて，との新しい方法により蟹体内各部のメタセル

カリアの分布状態を調査した結果は，従来諸家の発表し

た成績と比較しでかなり興味ある成績を得た。

モクズガニ体内各部におけるメタセルカリアの分布は

従来は鯨，胴，脚，の順てあるとされて居たが，新蒐集

法による成績では胴，脚，鯨のj顕であった。鯨内寄生1

( 161) 
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：ζ刈して他の筋肉部には 2.5～7.5倍，平均して 3.7倍

の寄生を示し，脚には約 1.5倍，胴には約 2.5倍の寄生

があることが分った。との事から甲殻をタ卜して鯨血管内

のメタセルカリア寄生数を一見すれば蟹体内本部のメタ

セルカリアの寄生数は凡その概算をなし得るものと思は

れる。叉従来線にメタセルカリアの寄生なき場合は，他

の体部にも寄生はないものとされて居たが，著者の方法

て検査した結果ては，鯨に陰性の場合ても，胴脚にメタ

セルカリアの寄生のあったものは可成りの率にのぼり，

細工寄生のみられなかった蟹の約19%に当って居た。 ζ

れは総検査蟹数に対しでも10%の高率であった。との事

は慢の感染状況を調査する際にj惚に寄生なきものは他の

部位にも寄生なしと速断するの誤りを指摘するものであ

る。

~盟、にメタセルカリアの寄生があったが他の部位に寄生

のなかったものは極く少数例に過きず2例のみであった

ζ とから，偲に寄生のある慣ではその他の体部にもメタ

セルカリアは寄生して照るものと考えて殆んど差支へな

い様？と思はれる。

最後に本法と従来の方法との比較を試みたのである

が，本法lこ依る検出成結が，従来の方法による成紡より

下週ったものは1例もなかった。とれに加えて時間的節

約は比較にならない程てあり，而かも本法により蒐集し

たメタセルカリアは，機械的に何等の損傷を被るととが

ないから，爾後の脱壁，飼育試験に使用するも何等の点

障も来さなかった。

以上の観点から本法は簡便，且つ迅速，確実なるメタ

セルカリアの蒐集法てあり，殊に一時に多数のメタセル

カリアを必要とする時には優秀なる効果を発揮し得るも

のと思はれる。

結論

著者は静岡県各地，宮崎県の肺吸虫症流行地の河川か

ら採集した 258匹のモクズガニ体内におけるメタセルカ

リアの分布状況を，肉挽器による新しい蒐集法により検

出調査した結果，下記の如き成績を得た。

1) 感染率は最低27%，最高 100%で平均49%であっ
~~ 
J、司・ 0 

2) 蟹を左右に切半しそのメタセルカリアの寄生状況

を比較した結果は，何れの体部にも左右に殆んど同数近

い分布を示した。

3) 蟹体内各部のメタセルカリアの寄生比率は胴，

脚，偲の順となり，各地の蟹共との順位はくずれなかっ

( 162) 
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た。叉胴には鯨の約 2.5倍，脚には鯨の約 1.5倍のメタ

セルカリアの寄生を見， J偲血管内のメタセノレカリア寄生

数を見れば，蟹体内全部のメタセルカリア寄生概数を見

当付けて殆ん。ど誤りなかった。

4) 鯨内にメタセルカリアの寄生なく，他の部位に寄

生を見たものは26例あり，之は鯨に寄生のみられなかっ

た蟹の19%に当り，総検査蟹数に対しでも10%の高率で

あった。

逆に鯨にメタセノレカリアの寄生あるに拘らず他の体部

に寄生なきものは，誠に少数て、2例のみであった。

5) 新蒐集法と，従来の手に依る分離方法の比較で

は， 11例共に新蒐集法に依る成績が優れ，偲内寄生は従

来の手に依る方法の側に多かったに拘らず，その総合成

績では，約60箇新蒐集法の方が上廻った。

稿を終るに臨み，御指導御校閲を賜った横川教授に深

甚なる謝意を表すると共に本研究に対し終始御協力を頂

いた，千葉大学医動物学教室吉村助教授以下教室員各位

に厚〈感謝致します．又村料を提供して下さった勝呂毅

先生，鈴木重一先生，宮崎県衛生部の皆様に厚〈御礼申

し上げます．
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Summary 

Despite the large amount of work on the distribution 

of metacercariae of lung fluke, Parago仰初uswester-

mani in Eriocheir jαρonicus, the second intermediate 

host of the fluke, the method commomly employed 

for collection of metacercaria in the crab is time-

consuming and no good for collecting them in the 

muscle of crabs. The present studies were, therefore, 

undertaken in an attempt to device a new simplified 

and effective procedure for collection of metacercaria 

by the use of meat-grinder. The soft tissue of crabs 

without exoskelton was minced in a meat-grinder. 

Minced soft tissue was then五lteredthrough the metal 

sieves with 20 mesh and then with 40 mesh again. The 

五ltratewas washed repeatedly with water by sedimen-

( 163) 
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tation. Large number of metacercariae would be 

contained in the五nalsediments Intact metacercariae 

thus obtained may be used in ''arious investigations, 

excystation, development and culture of these juueniles. 

The rsults obtained from the comparison of newly 

deviced method with commonly employed one were 

as follows: 

1) The incidence of metacercaria in some parts 

of crabs examined was arranged in the following 

order: trunk (cephalothrax and abdomen) > foot> 

gill. Ratio of number of metacercaria collected in 

each part of crabs was as follmvs : trunk : foot : gill 

= 2. 1 : 1. 6 : 1. 0 

2) Out of 258 crabs examined, 10% of them were 

negative for metacercaria in the gill and simulta-

neously positive in other parts than the gill. 

3) Only two cases of crabs were positive in the 

gill and simulteneously negatiγe in other parts. 

4) In the case of 11 crabs examined by both newly 

devicecl method and comm.only employed one the 

number of・ metacercaria detected by the former was 

larger than that by the latter. 




